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 要 旨   
目的： 

２型糖尿病と飲酒量の量反応関係を明らかにする。 
方法： 

系統的にコンピューターと人力を駆使して、飲酒量が定量的であり、縦断研究に関連

する文献を同定し、調査を行った。糖尿病に起因する効果(sick quitter effect)を調整し

た。量反応関係を調べるため、性・エンドポイントごとに、終身非飲酒者であったもの

を対照として、分数多項式(fractional polynomials)を用いてメタ回帰分析を行った。 
結果： 

我々の基準を満たす20のコホート研究を同定し、解析した。男女ともにU字型の関係

がみられた。終身非飲酒者であったものに比べて、２型糖尿病の男性群では、相対危険

(RR)は22g/日の飲酒でもっとも保護的(RR 0.87 [95%CI 0.76-1.00])であり、60g/日以上

で有害であった(RR 1.01 [95%CI 0.71-1.44])。女性では、24g/日の飲酒でもっとも保護

的(RR 0.60 [95%CI 0.52-0.69])であり、約50g/日で有害であった(RR 1.02 [95%CI 
0.83-1.26])。 
結論： 

男女ともに適度な飲酒は 2 型糖尿病に保護的に作用するという知見をより確実なも

のとした。 
 
 

 




